
 

 

横浜国立大学「もっと横浜」プロジェクト講演会                 〈共生の街、横浜〉シリーズno.1 
  

 象の鼻テラスで 寿町を考える 

 

  
                                    講演者 
                                          koizumi    masao 

 小泉  雅生 氏 

  (建築家、首都大学東京教授) 
1963 年生まれ。小泉アトリエ主宰。横浜での主な作品に「象の鼻パーク/ 
 テラス」「黄金町高架下新スタジオ site-D」「港南区総合庁舎」ほかがある。 

 

                      寿町の真ん中をどうつくるのか̶寿町福祉会館(仮称)及び寿町住宅の設計から 
 現在、寿町で建設が進む「寿町福祉会館(仮称)及び寿町住宅」。設計者である小泉雅生氏が、 
 建築家として考えたその空間について、個人と公おおやけとの共生や社会的包摂の視点から語る。 

  

2018年11月7日(水)18:30～20:00 (18:00開場) 
 会場：象の鼻テラス ( みなとみらい線「日本大通り駅」出口1より徒歩約3分、出口2より徒歩約5分 )  

  どなたでも参加いただけます。参加無料 

  主催：横浜国立大学「もっと横浜」プロジェクト https://ameblo.jp/motto-yokohama/           協力：象の鼻テラス  


